
次年度のコストの方向性（→その理由）

改善内容(課題解決に向けた解決策）

具体的内容とスケジュール

事業の課題認識，改善の視点（次年度にどう取り組むか）

基本事業

施策

政策

画

計

合
総

種別

担当課

事業の基本情報

事務事業マネジメントシート

予算科目コード

事務事業名

根拠法令・条例等

市民協働

計画期間

なぜ，この事業を実施しているか？　何をどうするための事業か？

内容（何の業務活動をどのような手法で行うか）背景（なぜ始めたのか）

目的及び期待する効果（誰（何）をどうしたいのか）

（参考）基本事業の目指す姿

目的達成のための課題（問題点，現状分析，課題設定）

健やかに暮らせるまち

子育て支援の充実

民間保育所運営費補助事業

民間保育所運営費補助事業

多様な保育サービスの提供

【11月】MORIYA Job Fair（保育士等就職説明会）開催
【～12月】民間保育所運営費補助金の交付要件の検討
【12月】民間保育所運営費補助金交付要綱の一部改正

　児童福祉法において，国及び地方公共団体は，児童の保護者ととも
に児童を心身ともに健やかに育成する責任を負うとされており，市町
村には保育を必要とする児童の保育の実施が義務付けられている。守
谷市に代わり保育を行う市内の保育所等において，保育内容の充実・
強化を図ることを目的とし，平成7年度に守谷市民間保育所運営費補助
金交付要綱を定め，事業を開始した。

■増加

□維持

□削減

・保育士不足により，国の基準上必要な保育士等を確保できず，補助
の対象とならない施設が生じている。
・現在の交付要綱では，入所予約制により，実質的には保育士が加配
状態となる期間についても無条件で補助対象となり，保育内容の充実
・強化に結びついていない。

平成 7年度～

・国の保育対策総合支援事業費補助金を活用した保育士等就職支援事
業を実施し，本補助事業と併せて保育の質の向上を図る。
・本補助金については，保育内容の充実・強化のために，一定の補助
要件を設け，更なる保育の質の向上を促進する。

01-030202-05 補助
児童福祉法

　市内の保育所等に対して，国の定める基準を超えて配置した保育士
の人件費及び研修経費を補助し，保育内容の充実・強化を図る。また
，生活保護世帯に対して，保育所等が保育料とは別に実費徴収する行
事代等の一部を補助し，生計困窮世帯の児童の健やかな成長を支援す
る。

その他

・民間保育所運営費補助事業
　子ども・子育て支援給付事業に係る配置基準を超えて配置された保
育士の人件費又は職員の研修経費を，施設の利用定員に応じて決定さ
れる基準額の範囲内で補助する。（計20箇所）
　　60人未満　　　利用定員に24,000円を乗じて得た額（6箇所）
　　60人～89人　　1,440千円（5箇所）
　　90人～119人　 2,160千円（6箇所）
　　120人～149人　2,880千円（2箇所）
　　150人～179人　3,600千円（0箇所）
　　180人～209人　4,320千円（1箇所）
・実費徴収補足給付事業
　生活保護世帯に対して，保育所等が保育料とは別に徴収する行事代
等の一部を補助する。
　　教材費・行事費等 月額2,500円
※前年度との比較：増額分は，令和2年度新規開園（4施設）により事
業者数が増加したことによるもの。

令和 2年度

令和3年4月に保育所4か所の新規開所，幼稚園型認定こども園1か所の増築及び小規模保育事業1か所の
新規開所を予定していることから，コストは増加する。

　保護者が，子どもを預けて，安心して就労できるサービスを提供す
る。

法定＋任意

児童福祉課



成果の動向（→その理由）

指標名

事
業
費

評価（指標の推移、今後の方向性）

今後の事業の方向性（→その理由）

コストの推移

項目

計

国・県支出金

地方債

その他

正職員人工数（時間数）

正職員人件費

トータルコスト

一般財源

       9.00       12.00       12.00       12.00       14.00       17.00       24.00

       0.00        0.00        1.00        2.00        7.00        8.00        8.00

      16,047       21,375       23,755       44,292       44,748

民間保育所運営費補助事業

          57

           0

           0            0            0            0            0

      15,952       21,018       22,744       44,172

         152

      44,628

          96          120          120

           0            0            0            0

      16,009       21,170       22,840       44,292       44,748

・保育士不足により，国の基準上必要な保育士等を確保できず，補助
対象とならない施設が生じている。
・入所予約制に対する補助事業として，保育利用支援事業を開始し，
本補助金を保育の質の向上のための補助金として位置付けた。

■向上

□横ばい

□低下

■拡大

□縮小

□維持

□改善・効率化

□統合

□廃止・終了

          38          205          915            0            0

       9.00       50.00      226.00        0.00        0.00

R01年度の評価（課題）

R01年度の評価（課題）を受けて、どのように取り組んだか（R02年度の振り返り）

　令和3年度には，保育所4施設，小規模保育事業所1施設が開所するため，コストは増加する。
引き続き，国の保育対策総合支援事業費補助金を活用した保育士等就職支援事業を実施し，本補助事業
と併せて保育の質の向上を図る。また，保育内容の充実・強化のために，一定の補助要件を設け，更な
る保育の質の向上を促進する。

H30年度決算 R01年度決算 R02年度決算 R03年度予算 R04年度見込

　令和2年度中に保育所2施設，小規模保育事業所1施設，家庭的保育事業所1施設が開所したため，補助
対象となる施設数は増加したが，依然，保育士不足により，国の基準上必要な保育士等を確保できず，
補助の対象とならない施設が生じている。

国の基準を超えた保育士配置等の条件を満たし，
補助金交付した施設数（施設）

実費徴収補足給付事業の対象世帯数（世帯）

・国の保育対策総合支援事業費補助金を活用した保育士等就職支援事
業を実施し，保育士等の確保の機会を設けた。

R02年度の取組（評価、課題への対応）

基準値（H26） H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度 目標値（R03）



次年度のコストの方向性（→その理由）

改善内容(課題解決に向けた解決策）

具体的内容とスケジュール

事業の課題認識，改善の視点（次年度にどう取り組むか）

基本事業

施策

政策

画

計

合
総

種別

担当課

事業の基本情報

事務事業マネジメントシート

予算科目コード

事務事業名

根拠法令・条例等

市民協働

計画期間

なぜ，この事業を実施しているか？　何をどうするための事業か？

内容（何の業務活動をどのような手法で行うか）背景（なぜ始めたのか）

目的及び期待する効果（誰（何）をどうしたいのか）

（参考）基本事業の目指す姿

目的達成のための課題（問題点，現状分析，課題設定）

健やかに暮らせるまち

子育て支援の充実

認証保育園委託事業

認証保育園委託事業

多様な保育サービスの提供

・認証保育園への0～2歳児受入要請
・既存園への増員要請
・8月ｍｏｍなないろ，10月ふれあいしおどめ保育園
　新規認可保育所の開所
・7月山ユリの丘小規模保育園
　新規小規模保育事業の開所
・アネシスナーシング保育園の小規模保育事業への移行

　認可保育所へ申込みをしたが入所不承諾となった児童に，保育の場
を提供するため，平成14年度から事業を開始した。

□増加

□維持

□削減

・当該事業の利用児童は0～2歳児に集中しており，希望する認証保育
園へ入所できない児童が発生している。

平成14年度～

・当該事業対象者を削減するため，令和２～３年度に開所の認可保育
所を整備，令和２年度開所に向けた小規模保育事業所の募集をすると
ともに，既存認可保育所に対して利用定員までの受け入れ及び定員増
を要請する。

01-030202-12 単独

　実質的な保育所不承諾児童の解消を図り，保護者の就労を支援する
ため，認証保育園（市認定の認可外保育所（5箇所））へ委託し，預か
り場所を確保する。

その他

　市内認可外保育所を認証保育園として認定・契約し，認可保育所に
入所不承諾となった市内在住の児童を受け入れる。
・令和2年度認証保育園数　5箇所　延べ1,561人
　（委託見込数　延べ2,478人）
・月額保育料上限額
　0歳児：30,000円　1歳児：30,000円，2歳児：25,000円，3～5歳児：
17,000円
（3～5歳児，0～2歳児の非課税世帯は幼児教育・保育の無償化対象。
保育料には副食費含む。）
※同一世帯に該当児童が2人以上いる場合，第2子は所定保育料の半額
，第3子以降は無料。
※前年度との比較：認可保育所の新規開所により保育定員が拡大する
ため，認証保育園利用者数の減を見込むことによる減額。

令和 2年度

　保護者が，子どもを預けて，安心して就労できるサービスを提供す
る。

任意的事務

児童福祉課



成果の動向（→その理由）

指標名

事
業
費

評価（指標の推移、今後の方向性）

今後の事業の方向性（→その理由）

コストの推移

項目

計

国・県支出金

地方債

その他

正職員人工数（時間数）

正職員人件費

トータルコスト

一般財源

     202.00      183.00      177.00      191.00      185.00      130.00        0.00

       0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00

     181,660      176,921      143,243      122,891      110,000

認証保育園委託事業

           0

           0

     180,904      176,014            0            0            0

           0            0      137,422      122,891

           0

     110,000

       5,368            0            0

           0            0            0            0

     180,904      176,014      142,790      122,891      110,000

令和2～3年度新規認可保育所の開所に伴い，入所不承諾児童の減少が
期待されるが，幼児教育・保育の無償化や女性就業率の向上により，
保育ニーズは一層の増加が予想されるため，認証保育園の規模を縮小
しながら継続していく。

□向上

■横ばい

□低下

□拡大

■縮小

□維持

□改善・効率化

□統合

□廃止・終了

         756          907          453            0            0

     181.00      221.00      112.00        0.00        0.00

R01年度の評価（課題）

R01年度の評価（課題）を受けて、どのように取り組んだか（R02年度の振り返り）

令和3年4月に新規認可保育所4施設が開所し，入所不承諾児童数の減少が期待される。しかし，特に0～
1歳児の入所不承諾児童が見込まれるため，認証保育園の小規模保育事業への移行など規模を縮小し，
不承諾児童数の傾向により事業継続について判断していく。

H30年度決算 R01年度決算 R02年度決算 R03年度予算 R04年度見込

認可保育所に入所できない子どもたちの保育を委託することにより，保育の必要のある子どもたちへの
保育提供が可能となっており，国の定義による待機児童数の削減に貢献している。

認証保育園の利用者数（人）

・8月ｍｏｍなないろ，10月ふれあいしおどめ保育園の認可保育所が開
所し，不承諾児童数は減少した。その他，減少の要因として新型コロ
ナウイルス感染症の影響による保護者の育児休業延長などに伴い，保
育を必要とせず，保育希望者は減少傾向となった。
・令和3年度新規認可保育所の開所に伴い，認証保育園の規模縮小とな
った。8月ｍｏｍなないろ開園に伴い，7月末でなないろキッズが閉園
。アネシスナーシング保育園が令和3年4月から小規模保育事業へと移
行した。

R02年度の取組（評価、課題への対応）

基準値（H26） H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度 目標値（R03）



次年度のコストの方向性（→その理由）

改善内容(課題解決に向けた解決策）

具体的内容とスケジュール

事業の課題認識，改善の視点（次年度にどう取り組むか）

基本事業

施策

政策

画

計

合
総

種別

担当課

事業の基本情報

事務事業マネジメントシート

予算科目コード

事務事業名

根拠法令・条例等

市民協働

計画期間

なぜ，この事業を実施しているか？　何をどうするための事業か？

内容（何の業務活動をどのような手法で行うか）背景（なぜ始めたのか）

目的及び期待する効果（誰（何）をどうしたいのか）

（参考）基本事業の目指す姿

目的達成のための課題（問題点，現状分析，課題設定）

健やかに暮らせるまち

子育て支援の充実

私立幼稚園特別支援事業

私立幼稚園特別支援事業

多様な保育サービスの提供

【11月】MORIYA Job Fair（保育士等就職説明会）開催

　障がい等のある園児及び特別な教育的ニーズを有する園児の教育条
件の維持向上を図り，障がい等の有無にかかわらず，広く幼児を私立
幼稚園に受け入れることができる体制整備を促進するため創設された
。

□増加

■維持

□削減

　新制度に移行していない私立幼稚園においては，加配教諭の配置が
難しい状況であり，そのため，障がい児を受入れることができる園が
限定されてしまうため，受入が進まない状況である。

平成15年度～

　受入ができていない園に対し，障がい児の受入を積極的に行ってい
ただくよう促していく。
　市内事業者に対して，就職説明会への参加を促し，幼稚園教諭確保
につなげる。

01-100601-04 単独
守谷市私立幼稚園障害児保育補助金交付要綱

　障がいを持つ児童の幼児教育を実施している市内の私立幼稚園に対
し，特殊教育の振興及び経済的負担の軽減を図り，障がいを持つ児童
の幼児教育の充実を図る。

補助事業

　対象園児が就園している私立幼稚園に対し，在籍する障がい児1人当
たり1か月10,000円を補助する。
・対象者見込：15人

令和 2年度

　幼稚園も障がい児の受け皿を担っており，必要とされる教育・保育サービスを推進するため，縮減す
ることはできない。

　保護者が，子どもを預けて，安心して就労できるサービスを提供す
る。

任意的事務

児童福祉課



成果の動向（→その理由）

指標名

事
業
費

評価（指標の推移、今後の方向性）

今後の事業の方向性（→その理由）

コストの推移

項目

計

国・県支出金

地方債

その他

正職員人工数（時間数）

正職員人件費

トータルコスト

一般財源

      19.00        7.00       10.00       10.00       14.00       19.00       19.00

       0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00

       1,050        1,188        2,090        1,680        2,090

私立幼稚園特別支援事業

           0

           0

           0            0            0            0            0

       1,050        1,180        2,090        1,680

           0

       2,090

           0            0            0

           0            0            0            0

       1,050        1,180        2,090        1,680        2,090

　新制度に移行していない私立幼稚園では，加配教諭の配置が難しく
，障がい児を受け入れることができる園が限定されてしまうため，受
け入れの大幅な増加は見込めない状況である。

□向上

■横ばい

□低下

■拡大

□縮小

□維持

□改善・効率化

□統合

□廃止・終了

           0            8            0            0            0

       0.00        2.00        0.00        0.00        0.00

R01年度の評価（課題）

R01年度の評価（課題）を受けて、どのように取り組んだか（R02年度の振り返り）

　障がい等の有無に関わらず，広く幼児を私立幼稚園に受け入れることができる体制整備のため，引き
続き，特殊教育の振興及び事業を実施する私立幼稚園に対する経済的負担の軽減を図っていく。

H30年度決算 R01年度決算 R02年度決算 R03年度予算 R04年度見込

　受入児童数は微増しているが，制度によりこの事業を実施できる幼稚園が限られており，受入園の数
は横ばいである。

補助対象園児数（人）

　日常教育や特殊教育に携わる人材確保を図るため，幼稚園教諭及び
保育士向けの就職説明会を1回開催し，私立幼稚園5園のうち4園が参加
した。

R02年度の取組（評価、課題への対応）

基準値（H26） H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度 目標値（R03）



次年度のコストの方向性（→その理由）

改善内容(課題解決に向けた解決策）

具体的内容とスケジュール

事業の課題認識，改善の視点（次年度にどう取り組むか）

基本事業

施策

政策

画

計

合
総

種別

担当課

事業の基本情報

事務事業マネジメントシート

予算科目コード

事務事業名

根拠法令・条例等

市民協働

計画期間

なぜ，この事業を実施しているか？　何をどうするための事業か？

内容（何の業務活動をどのような手法で行うか）背景（なぜ始めたのか）

目的及び期待する効果（誰（何）をどうしたいのか）

（参考）基本事業の目指す姿

目的達成のための課題（問題点，現状分析，課題設定）

健やかに暮らせるまち

子育て支援の充実

土塔中央保育所運営事業

土塔中央保育所運営事業

多様な保育サービスの提供

〔2019年度〕
・2019．12月～
　時間外保育士不足という現状の中で，正職員や日勤保育士と力を合
わせ，シフトを組み合わせたり，引き続き広報活動や知り合い等を通
して，口コミ等で広げていく。働きやすい職場環境をPRし，求人に当
たる。

〔2020年度～〕
・2020．4月～
　正職員の採用の増加や会計年度任用職員制度の導入により，引き続
き広報活動をしながら職場環境のPRをしていく。
　若手職員の育成に，より一層力を入れると共に，職員間で声をかけ
合い，些細なことも確認しながら保育の質を高めていく。
　常日頃から，施設周りのチェックを行い，安全な保育業務が運営さ
れるよう必要な修理，修繕をしていく。

　昭和22年制定の児童福祉法により，国及び地方公共団体は児童の保
護者とともに児童を心身ともに健やかに育成する責任を負うことが定
められた。昭和23年には「児童福祉施設最低基準」において，就労等
の理由により家庭での保育が困難な児童を保育する保育所の施設条件
が定められ，昭和38年に前身となる土塔保育所が開所。昭和56年に土
塔中央保育所として現在の場所で開所することとなった。

■増加

□維持

□削減

　保育所運営の中で安全で，安定した保育を提供するにあたり，日勤
保育士及び時間外保育士の不足が問題となっている。それと同時に若
手職員が増えているため，質の高い保育を提供するために，指導が重
要な課題でもある。
　施設面に関しては，保育所施設の老朽化に伴い，児童に安全な生活
の場を提供するために，施設や設備の修繕，工事，備品の買い替え等
が見込まれる。

昭和56年度～

　保育士の就業を呼びかける広報活動（SNS・広報・掲示板等）を実施
してきた。職員のPTA活動の際に，保育士資格をもっている小学校保護
者の方に積極的に声をかけてきた。
質の高い保育を提供できるように，積極的に研修を受けられる職場環
境を整えてきた。園内研修等も充実させる。
　施設の修繕等については，必要に応じて迅速に対応する。

01-030204-01 補助
児童福祉法

　保育を必要とする未就学児に対して，保護者に代わり，健全な生活
の場と，人間形成の基礎を築くことができる保育を提供することによ
り，心身の安定した生活と健全な成長発達を図る。
　また，保護者に対して児童を安心して預ける場所を提供するととも
に，育児に関する情報提供や相談対応を行うことにより，就労と子育
ての両立を支援する。

事業協力

　児童福祉法に定める設置基準に基づく保育士を配置し，各年齢に合
ったカリキュラムに添って保育を実施する。　また，給食の提供のほ
か，延長保育，障がい児保育を実施する。
　・定員　　　122人
　・保育時間（延長保育時間含む）月～金曜日7:00～19：00
土曜日　7：00～18：00
※前年度との比較
・公用車の買換え及び老朽化に伴う物置設置工事などの増額。
・幼児教育・無償化制度により保育所入所負担金が減少するため，一
般財源が増額。
・会計年度任用職員の人件費の増額。（期末手当分）

令和 2年度

建物等の老朽化に伴い，修繕料等の費用が増加する。

　保護者が，子どもを預けて，安心して就労できるサービスを提供す
る。

任意的事務

土塔中央保育所



成果の動向（→その理由）

指標名

事
業
費

評価（指標の推移、今後の方向性）

今後の事業の方向性（→その理由）

コストの推移

項目

計

国・県支出金

地方債

その他

正職員人工数（時間数）

正職員人件費

トータルコスト

一般財源

     100.00      100.00      100.00      100.00      100.00      100.00      100.00

     100.00      100.00      100.00      100.00      100.00      100.00      100.00

     149,171      160,593      183,426       94,807       94,807

土塔中央保育所運営事業

           0

           0

      34,046       22,497       15,066       17,382       17,382

      34,163       52,253       62,167       77,425

           0

      77,425

         888            0            0

           0            0            0            0

      68,209       74,750       78,121       94,807       94,807

　全国的な保育士不足の状況の中，正規職員の保育士にかかる負担が
大きいことから正規職員を募集した。
　環境整備については，施設の老朽化に伴い，クラスのエアコン交換
工事，階段の修繕工事，門扉の交換，ベビーカーの購入等をおこなっ
た。引き続き保育所施設の安全性を見直し，来年度に修繕費の計上を
行った。

■向上

□横ばい

□低下

□拡大

□縮小

■維持

□改善・効率化

□統合

□廃止・終了

      80,962       85,843      105,305            0            0

  19,392.00   20,922.00   26,014.00        0.00        0.00

R01年度の評価（課題）

R01年度の評価（課題）を受けて、どのように取り組んだか（R02年度の振り返り）

　保育に携わる全ての職員において，公立保育所のあり方や役割，新型コロナウイルス対策，新しい生
活様式を踏まえた保育について理解を深め，子どもの最善の利益を考えた保育を推進していく。
　また，看護師や栄養士による保健指導，食育指導にもさらに力を入れ児童の育つ環境の充実を図る。
職員の各種の研修，園内研修に積極的に参加できるような体制づくりに努め，保育の質の向上に努める
。
　老朽化に伴い，施設存続の方向性を明らかにし，事業計画を明確にする。

H30年度決算 R01年度決算 R02年度決算 R03年度予算 R04年度見込

　施設の老朽化に伴いプールの修繕，及び物置，公用車の買い替えを行い児童が安全に生活できる環境
を整えた。
　新型コロナウイルス感染症予防においても，室内の消毒，マスクの着用，オゾン除菌・脱臭機エアバ
スターの設置等，常に安全に配慮し児童の安全確保に努めた。
　保護者対象アンケートでは，高い満足度を得ることができたため，成果は向上と判断する。

保育所での生活を楽しみ，健やかに育つことので
きた子どもの割合（保護者アンケート結果）（％
）

保育所施設は安全性が高く，子どもを安心して預
けられることができたと答えた保護者の割合（保
護者アンケート）（％）

　正規職員を採用したことで，仕事の負担軽減が図れてきてはいるが
，会計年度職員の保育士，時間外保育士の確保が難しいことから引き
続き広報やホームページ等で保育士の確保に努めていく必要がある。
 　施設や備品の老朽化に伴い，プール修繕，児童用便器交換，アルミ
引戸修繕，引戸交換工事，鳥小屋解体工事，エアコン改修工事，保育
用テーブル，公用車，物置き，シューズボックス，事務机等の買い替
えを行った。
　また，新型コロナウイルス感染症の予防策として，オゾン除菌・脱
臭機エアバスター，空気清浄機付き掃除機，非接触型電子体温計等の
購入を行い，安全な保育環境を整備した。

R02年度の取組（評価、課題への対応）

基準値（H26） H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度 目標値（R03）



次年度のコストの方向性（→その理由）

改善内容(課題解決に向けた解決策）

具体的内容とスケジュール

事業の課題認識，改善の視点（次年度にどう取り組むか）

基本事業

施策

政策

画

計

合
総

種別

担当課

事業の基本情報

事務事業マネジメントシート

予算科目コード

事務事業名

根拠法令・条例等

市民協働

計画期間

なぜ，この事業を実施しているか？　何をどうするための事業か？

内容（何の業務活動をどのような手法で行うか）背景（なぜ始めたのか）

目的及び期待する効果（誰（何）をどうしたいのか）

（参考）基本事業の目指す姿

目的達成のための課題（問題点，現状分析，課題設定）

健やかに暮らせるまち

子育て支援の充実

北園保育所運営事業

北園保育所運営事業

多様な保育サービスの提供

・保育士確保については，定期的に実習生を引き受けていく中で，今
後の就労に繋げられるよう保育士の育成に努力してく。
・保育内容については，質の高い保育を提供していくために，保育現
場に耳を傾け，皆で意見を出し合いながらより良い職場環境を作って
いく。また，若手保育士等の育成に関しては，現場の保育士の思いや
頑張りに，肯定的なフィードバックをしていきながら，温かく丁寧な
人材育成を心がけ進めていく。
・支援者としての資質向上を目指し，専門的な研修に積極的に参加す
る機会を設けていく。
・引き続きハローワークの求人を依頼し，連携した就職斡旋を積極的
に進め，必要な保育士の確保に取り組んでいく。
・設備面に関しては，児童が安全かつ快適に生活できるよう，台風で
破損した場所や経年劣化で破損した場所を随時修繕していく。

　昭和22年制定の児童福祉法により，国及び地方公共団体は児童の保
護者とともに児童を心身ともに健やかに育成する責任を負うことが定
められた。昭和23年には「児童福祉施設最低基準」において，就労等
の理由により家庭での保育が困難な児童を保育する保育所の施設条件
が定められ，昭和52年に北園保育所が開所。その後，守谷東土地区画
整理事業に伴い，平成9年に現在の場所へ移転した。

■増加

□維持

□削減

　安全かつ質の高い保育を提供するためには，保育士不足解消と若手
保育士の育成が課題となっている。
　エアコンの修繕については，令和元年5月27日の隣接地火災で使用不
能となり交換が必要になったため，全面改修工事を行い改修した。し
かし，保育所施設においては築23年目に入っていることから，今後も
修繕が見込まれる。

昭和22年度～

　保育士確保に向けての取り組みのひとつとして，保育実習生を取り
込んでいく。実習生が実際に保育士になる割合が低いという現状を踏
まえ，現場の良さを伝えたり，温かく迎え指導を行うことで保育士を
目指してもらえるような取り組みをしていく。
　また，若手保育士の指導に加え，保育の専門性を高めるような園内
研修の取り組みや職場環境整備に努める。
　保育所施設の安全管理においては，老朽化に伴う修繕や災害によっ
て破損した箇所の修繕を進めていく。

01-030204-02 補助
昭和22年制定の児童福祉法により家庭での保育が困難な児童を

保育するために開所する。

　保育を必要とする未就学児に対して，保護者に代わり，健全な生活
の場と，人間形成の基礎を築くことができる保育を提供することによ
り，心身の安定した生活と健全な成長発達を図る。
　また，保護者に対して児童を安心して預ける場所を提供するととも
に，育児に関する情報提供や相談対応を行うことにより，就労と子育
ての両立を支援する。

事業協力

　児童福祉法に定める設置基準に基づく保育士を配置し，各年齢のカ
リキュラムに添って保育を実施する。
　また，給食の提供のほか，延長保育，障がい児保育を実施する。
　・定員　　　94人
　・保育時間（延長保育時間含む）月～金曜日　午前7時～午後7時
　土曜日　午前7時～午後6時
　※前年度との比較：公用車の買換え等による増額。
　　　　　　　　　　幼児教育・無償化制度により保育所入所負担金
が減少するため，一般財源が増額。

令和 2年度

保育所の蛍光灯で作動しないものがあるためLED照明器具への改修工事が見込まれる。また，老朽化に
伴い施設の修繕や備品の買い替え，栄養士が献立作成に使用する給食管理栄養計算システムの導入が必
要なことから増額になる。

　保護者が，子どもを預けて，安心して就労できるサービスを提供す
る。

任意的事務

北園保育所



成果の動向（→その理由）

指標名

事
業
費

評価（指標の推移、今後の方向性）

今後の事業の方向性（→その理由）

コストの推移

項目

計

国・県支出金

地方債

その他

正職員人工数（時間数）

正職員人件費

トータルコスト

一般財源

     100.00      100.00      100.00      100.00      100.00      100.00      100.00

     100.00      100.00      100.00      100.00      100.00      100.00      100.00

     123,892      136,207      160,621       76,530       76,530

北園保育所運営事業

           0

           0

      29,718       20,102       15,185       16,853       16,853

      30,522       48,734       52,832       59,677

           0

      59,677

         888            0            0

           0            0            0            0

      60,240       68,836       68,905       76,530       76,530

　全国的な保育士不足の中，正規職員の保育士にかかる仕事の負担が
大きいことから，公立保育所として正規職員の保育士4名，栄養士1名
を募集した。
　エアコンの修繕については，令和元年5月27日の隣地火災で使用不能
となり交換が必要になったため，全面改修工事を行った。また，老朽
化に伴い，園庭の砂場のテントの張替えやベビーカーの修繕，トイレ
の換気扇の入れ替え，屋上ガラス交換を行い，安全な保育環境を保障
していった。引き続き保育所施設の安全性を見直し，来年度に修繕費
の計上を行った。

■向上

□横ばい

□低下

□拡大

□縮小

■維持

□改善・効率化

□統合

□廃止・終了

      63,652       67,371       91,716            0            0

  15,246.00   16,420.00   22,657.00        0.00        0.00

R01年度の評価（課題）

R01年度の評価（課題）を受けて、どのように取り組んだか（R02年度の振り返り）

　今後配置される正規職員の保育士においては，公立保育所のあり方や役割，保育の方法等の指導をし
ていく。また，各保育所に配属された看護師や栄養士による保健指導や食育指導にもさらに力を入れ，
職員一人ひとりにおいては園内研修等を積極的に行い，保育の質の向上に繋げていく。

H30年度決算 R01年度決算 R02年度決算 R03年度予算 R04年度見込

　施設や備品の老朽化に伴い，水道管の漏水修繕工事や遊具の塗装，保育用テーブルの購入及び公用車
の買い替え等を行い，児童が安全に生活できる環境を整えた。
　新型コロナウィルス感染症予防においても，オゾン除菌・脱臭器のエアバスターを設置したり，室内
の消毒の徹底，うがい手洗いの徹底，マスクの着用等，常に衛生面に配慮し，児童の安全を確保した。
　また，職員全体で質の高い保育を目指し取り組んだ結果，保護者対象アンケートでは高い満足度を得
ることができ，成果は向上と判断する。

保育所での生活を楽しみ，健やかに育つことので
きた子どもの割合（保護者アンケート）（％）

保育所施設は安全性が高く，子供を安心して預け
られることができたと答えた保護者の割合（保護
者アンケート）（％）

　公立保育所として正規職員を採用したことで，仕事の負担の分散が
図れてきてはいるが，会計年度職員の保育士の確保が難しいことから
，引き続き広報やホームページ等で保育士の確保に努めていく必要が
ある。
　施設や備品の老朽化に伴い，水道管の漏水修繕工事や雨漏り修繕，
玄関ドアの鍵口の調整，遊具の塗装，保育用テーブルの購入及び公用
車の買い替えを行った。
　また，新型コロナウィルス感染症予防対策においては，消毒液，オ
ゾン除菌・脱臭器のエアバスター，空気清浄機能付きの掃除機，非接
触型電子体温計等の購入を行い，児童の安全な保育環境を整備した。

R02年度の取組（評価、課題への対応）

基準値（H26） H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度 目標値（R03）



次年度のコストの方向性（→その理由）

改善内容(課題解決に向けた解決策）

具体的内容とスケジュール

事業の課題認識，改善の視点（次年度にどう取り組むか）

基本事業

施策

政策

画

計

合
総

種別

担当課

事業の基本情報

事務事業マネジメントシート

予算科目コード

事務事業名

根拠法令・条例等

市民協働

計画期間

なぜ，この事業を実施しているか？　何をどうするための事業か？

内容（何の業務活動をどのような手法で行うか）背景（なぜ始めたのか）

目的及び期待する効果（誰（何）をどうしたいのか）

（参考）基本事業の目指す姿

目的達成のための課題（問題点，現状分析，課題設定）

健やかに暮らせるまち

子育て支援の充実

ファミリーサポートセンター事業

ファミリーサポートセンター事業

多様な保育サービスの提供

【令和2年度】
・ファミサポ通信の発行（4月）
・サポーター育成講座（7月・11月）
・サポーターフォローアップ講座（9月）
・サポーター交流会（1月）
・救急救命講座
【通年】
・サポーター育成講座のPR
（各施設へのポスター掲示、及び市民大学、他講座への出前PR）
・母親同士，ご近所同士での助け合いを勧め「両方会員」を増やす。

　地域における子育ての相互援助活動を組織化し，男女ともに仕事と
家庭を両立するための環境整備対策として，平成6年に国の補助金事業
として発足。平成13年には，就労有無を問わず，子どものいる全ての
家庭にサポートが行われることになり，市でも平成13年7月に「在宅型
援助」事業を開始。平成20年5月から「センター型援助」（一時預かり
）実施し，平成31年2月から実施箇所を1箇所増やした。

□増加

■維持

□削減

・在宅援助，センター型援助ともに援助依頼回数は増えているがサポ
ーターの不足が課題である。サポーター育成講座を受講し新たにサポ
ーターは増えてはいるが，退会，休会するサポーターの数が増えた。
サポーターの高齢化によるものである。
・子育て世帯の悩みや不安が多様化し，複雑，困難なケースも多くな
り，また，子どもの育ちにも個人差等が多くなってきていて，サポー
ターに求められる役割が重くなっている。
・病児・緊急対応強化事業について，休日・祝日開催について検討を
行う必要がある。

平成13年度～

・育成講座の受講者を増やし，サポーター会員を増やしていく。
・事業周知のためファミリーサポートセンターの存在意義を盛り込ん
だ新しいチラシのほか，広報誌やホームページへの掲載をとおして，
広く市民に情報提供し，理解と共感を高めていく。
・サポーター育成講座のあとのフォローアップ研修にて，子どもを理
解する講座を実施し，サポーターが子育てについて学べる機会を続け
ていくとともに，救急救命講座（小児，乳児向け）の受講を積極的に
勧めていく。
・病児・緊急対応強化事業や休日・祝日開催について検討する。

01-030201-10 補助
もりやファミリーサポートセンター事業実施要綱

　育児の支援を受けたい保護者が「利用会員」として登録し，育児を
支援する「サポーター会員」のサポートを得て，在宅型援助やセンタ
ー型援助（一時預かり）を受ける。仕事と子育ての両立を支援すると
ともに，安心して子育てができる環境を整備し，子育て支援及び児童
の福祉の向上を図る。

事業協力

1 相互援助活動（在宅型援助を含む）
　・保育所，幼稚園，児童クラブ，習い事等への送迎と帰宅後の援助
 　・保護者の就労や病気の場合の援助
　・市主催の事業での保育ルーム設置事業へのサポーター派遣
2 一時預かり事業（2か所）
　①守谷市民交流プラザ内センターでの預かり
　　「ぴよぴよ」定員8名　対象：就学前児童
　②守谷市北園保育所集会室内での預かり
　　「ぴよぴよほくえん」定員3名　対象：就園前児童
3 サポーター会員の育成
　・サポーター育成講座（年2回実施），サポーターフォロー
　　アップ講座・研修（講習，研修等）の実施，サポーター交流
会の実施

令和 2年度

子育て中の保護者が安心して子育てできるよう地域ぐるみで支援する
会員制の事業

任意的事務

児童福祉課・地域子育て支援センター



成果の動向（→その理由）

指標名

事
業
費

評価（指標の推移、今後の方向性）

今後の事業の方向性（→その理由）

コストの推移

項目

計

国・県支出金

地方債

その他

正職員人工数（時間数）

正職員人件費

トータルコスト

一般財源

   1,016.00    1,006.00    1,149.00    1,323.00      895.00      217.00      250.00

   3,592.00        0.00        0.00    3,542.00    4,165.00    2,076.00    2,100.00

      17,226       15,060       14,437       11,300       11,300

ファミリーサポートセンター事業

       4,527

           0

       3,059        1,820          372        2,357        2,357

       2,664        1,798        2,223        3,601

       4,857

       3,601

       5,924        5,342        5,342

           0            0            0            0

      10,250        8,475        8,519       11,300       11,300

・在宅型援助，施設型援助とも援助回数また援助依頼は増えているが
，サポーター会員不足が課題である。
・子育て世代の悩みや子どもの育ちにも個人差等が大きくなってきて
いてサポーター会員に求められる役割も重くなってきている。

□向上

■横ばい

□低下

□拡大

□縮小

■維持

□改善・効率化

□統合

□廃止・終了

       6,976        6,585        5,918            0            0

   1,671.00    1,605.00    1,462.00        0.00        0.00

R01年度の評価（課題）

R01年度の評価（課題）を受けて、どのように取り組んだか（R02年度の振り返り）

　今後も安全，安心な相互援助活動ができるよう新型コロナウイルス感染症対策を含め，援助中の事故
防止のための対策に努めていく。さらに緊急時での役割分担や連絡体制の整備等，援助中の安全面の対
策強化に取り組む。また民間活力導入について検討し，新たな視点からの会員の確保や事業の維持向上
を図る。

H30年度決算 R01年度決算 R02年度決算 R03年度予算 R04年度見込

　・新型コロナウイルウイルス感染症対策による活動の縮小により，在宅型援助・施設型援助ともに活
動回数が減少した。
　・今年度実施したサポーター会員への活動意向調査の結果では，会員の高齢化，新型コロナウイルス
感染症予防対策，家事都合等の理由での退会，休会の会員が多数見られた。実活動するサポーター会員
を把握できたことで，マッチング業務の効率化を図ることができたが一方で，サポーター会員の確保が
課題となった。

センター型援助「ぴよぴよ」活動回数（回）

在宅型援助（回）

　・事業の認知度を高めるため，PRパンフレットを新たに２部作成し
公共施設等へ配布するとともに市政モニター（市役所・保健センター
）へ掲載し周知を図った。
　・サポーター会員への活動の意向調査を実施し今後の運営の検討を
実施した。
　・相互援助活動についての理解を深め，安心安全なサポートとなる
よう利用の手引きの改正や入会時の同意書を作成し周知した。
　・新型コロナウイルス感染症予防対策として預かり人数及び時間の
制限，消毒，検温等を徹底し安全対策に努め相互援助活動を実施した
。

R02年度の取組（評価、課題への対応）

基準値（H26） H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度 目標値（R03）



次年度のコストの方向性（→その理由）

改善内容(課題解決に向けた解決策）

具体的内容とスケジュール

事業の課題認識，改善の視点（次年度にどう取り組むか）

基本事業

施策

政策

画

計

合
総

種別

担当課

事業の基本情報

事務事業マネジメントシート

予算科目コード

事務事業名

根拠法令・条例等

市民協働

計画期間

なぜ，この事業を実施しているか？　何をどうするための事業か？

内容（何の業務活動をどのような手法で行うか）背景（なぜ始めたのか）

目的及び期待する効果（誰（何）をどうしたいのか）

（参考）基本事業の目指す姿

目的達成のための課題（問題点，現状分析，課題設定）

健やかに暮らせるまち

子育て支援の充実

児童クラブ運営事業

児童クラブ運営事業

多様な保育サービスの提供

　大井沢小・松ケ丘小の児童クラブ室について，早急に改築が必要な
ため，来年度予算に計上をする。
　民設民営児童クラブの運営実施については，来年度を準備期間とし
，令和４年度の開始を目指す。

　共働き家庭が増加する中，就労支援対策として，平成4年9月仲町（
現守谷小学校）児童クラブの開設をスター
トに，平成5年に北守谷（現御所ケ丘小学校）児童クラブ，平成7年に
南守谷（現松ケ丘小学校）児童クラブを開
設し，平成8年度から平成12年度までの間に全小学校に児童クラブを開
設した。

■増加

□維持

□削減

　児童クラブ施設においては，現在築15年以上を経過した施設が全体
の1/3を占めており，空調・照明等の設備に経年劣化に伴う不具合が生
じているため，計画的な大規模修繕を行っていく必要がある。
　民設民営児童クラブの運営実施を構築する。

平成 4年度～

　委託業者と定期的な報告や意見交換を実施し，利用者のニーズや管
理上の問題点などの情報を共有することで，管理状態を詳細に把握す
ることができた。また，施設の不具合など緊急を要する場合には，随
時連絡を取り合い，最善策をとれるよう両者で協議のうえ，迅速に対
応した。
　民設民営児童クラブに必要な補助メニューの調査や必要経費を算定
し，運営補助制度について環境を整備している。

01-030201-11 補助
児童福祉法

守谷市児童クラブの設置及び管理に関する条例

　放課後帰宅しても，就労などにより保護者が日中家庭にいない小学
生を対象に，児童の安心安全な居場所を確保し，保護者の就労を支援
するとともに，児童の健全育成を図る。

　平日の授業終了後から午後7時まで，また，土曜日，長期休業期間（
春休み，夏休み，冬休み）及び学校振替休業日は午前7時30分から，小
学校ごとに整備した専用室において運営している。
　運営業務を民間事業者に委託し，放課後子ども教室と一体型の運営
を行い，専用室内での活動に加えて，小学校の校庭・体育館・特別教
室等を活用し，様々な体験活動ができる場を提供する。
　令和2年度は，大野小学校，松ケ丘小学校，黒内小学校が各1クラブ
増，高野小学校が1クラブ減となり，合計28クラブを運営する。
　［運営業務委託］株式会社アンフィニ
　［今期委託期間］令和2年4月1日～令和7年3月31日　5年間

　令和3年度は，松ケ丘小学校（第2児童クラブ），大井沢小学校児童
クラブを大規模修繕工事予定。

令和 2年度

　コロナウイルス感染拡大防止のため，密にならないよう児童数を少数にして運営している。消毒液の
購入の外，保育に必要な支援員の増加，人件費等が増額している。

　保護者が子どもを預けて，安心して就労できるサービスを提供する
。

法定＋任意

生涯学習課



成果の動向（→その理由）

指標名

事
業
費

評価（指標の推移、今後の方向性）

今後の事業の方向性（→その理由）

コストの推移

項目

計

国・県支出金

地方債

その他

正職員人工数（時間数）

正職員人件費

トータルコスト

一般財源

      20.00        0.00       22.00       25.00       26.00       28.00       31.00

 111,666.00        0.00  153,272.00  160,000.00  166,811.00  136,005.00  145,000.00

     151,015      200,933      273,359      307,760      300,299

児童クラブ運営事業

      65,020

           0

      44,870       57,594       36,648       53,561       53,561

      33,840       55,706      119,848      144,088

      77,388

     148,290

      95,401       90,766       98,448

           0            0            0            0

     143,730      190,688      251,897      288,415      300,299

　児童クラブ室の老朽化に伴い，松ケ丘児童クラブの新設工事及び高
野児童クラブの改修工事を行い，児童クラブの環境整備を実施した。

□向上

■横ばい

□低下

□拡大

□縮小

□維持

■改善・効率化

□統合

□廃止・終了

       7,285       10,245       21,462       19,345            0

   1,745.00    2,497.00    5,302.00    5,000.00        0.00

R01年度の評価（課題）

R01年度の評価（課題）を受けて、どのように取り組んだか（R02年度の振り返り）

　近年，児童クラブに対するニーズは，安全・安心な居場所としての役割だけではなく，その他の多様
なサービス提供に及んでいる。そのため，民設民営児童クラブの運営に対する補助金交付制度を創設し
，公設児童クラブとは異なる多様な活動やサービスの提供に取り組む事業者の提案を募集する。

H30年度決算 R01年度決算 R02年度決算 R03年度予算 R04年度見込

　共働き世帯は増加傾向にあり登録児童数は増加しているが，保護者が在宅勤務になり利用児童が長期
的に休所するケースがあり，参加児童数は減少した。
　学校，運営業務委託事業者との連携により施設整備及び支援員の育成を図り，待機児童ゼロを継続し
た。

児童クラブ設置数（支援）

児童クラブ参加児童数（人／年）

　新型コロナウイルス感染拡大防止に伴い，学校が臨時休業（令和2年
4月8日から5月29日）となったため，学校の教職員の支援を得て，一日
保育（午前7時30分から午後7時まで）を行なった。学校再開後は，三
密を避けるため，1室当たりの定員を減員（40人→30人程度）し，通常
の専用室（28室）に加えて，校舎内の特別教室等（11室）を臨時的に
使用して運営した。
　また，全クラブ室に，加湿器や消毒用オートディスペンサーを設置
し，感染拡大防止に努めた。

R02年度の取組（評価、課題への対応）

基準値（H26） H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度 目標値（R03）


